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産業廃棄物処理状況の変遷

再生利用量 減量化量 最終処分量

２ 産業廃棄物対策

（１）産業廃棄物の現状

産業廃棄物とは、事業活動に伴って生じた廃棄

物のうち「廃棄物処理法」に定められた20 種類

のものを指します。

平成 27 年度に実施した排出実態調査の結果、

平成26 年度に大阪市から排出された産業廃棄物

の処理状況は、全体で 690 万トン（公共施設を

含む）であり、そのうち 685 万トン（99.3％）

が中間処理され、331 万トン（48.0％）の処理

残さが生じ、354 万トン（51.4％）が減量化さ

れました。再生利用量は、直接再生利用される

1.1 万トンと処理後再生利用される 320 万トン

を合わせた 321 万トンで、最終処分量は、直接

最終処分される3.5万トンと処理後最終処分され

る11 万トンを合わせた14 万トンとなっていま

す。

（２）主な取組み

産業廃棄物対策として、次の取組みを中心とし

た施策を進めてきました。今後もこうした取組み

について、一層の推進を図ります。

① 産業廃棄物対策

ア. 減量化・適正処理の推進

「廃棄物処理法」及び「大阪市廃棄物の減量推

進及び適正処理並びに生活環境の清潔保持に関す

る条例」に基づき、産業廃棄物の多量排出等の事

業者や産業廃棄物処理業者に対して、立入調査の

実施や処理状況の報告を求めるなど、規制・指導

を行っています。

イ. 水銀廃棄物の処理対策

廃棄物処理法施行令の改正により、廃金属水銀

等が新たに特別管理産業廃棄物に指定され、蛍光

灯及び水銀使用ボタン型電池等の水銀使用製品産

業廃棄物について処理基準が追加されたことから、

事業者に対して適正処理に向けた周知・指導を行

っています。

ウ. ポリ塩化ビフェニル（PCB)＊廃棄物の適正処理

「大阪市 PCB 廃棄物処理計画」を策定し、市

内に保管・届出されている PCB 廃棄物のほか、

PCB使用製品及び未届出のPCB廃棄物について

は、掘り起こし調査を実施するなど、大阪市役所

保管分も含めた市域内における PCB 廃棄物の処

理期限内の早期適正処理に向けた取組みを進めて

います。

また、高濃度 PCB 廃棄物を処理する中間貯

蔵・環境安全事業株式会社大阪 PCB 処理事業所

の操業については、近畿ブロック産業廃棄物処理

対策推進協議会の大阪 PCB 廃棄物処理事業監視

部会を通じて、適正処理の確保と情報公開に努め

ています。

エ. 有害使用済機器に係る規制指導

廃棄物処理法の改正により、有害使用済機器（雑

品スクラップ）の保管の届出等、規制が強化され

たため、事業者に対して適正処理に向けた周知・

指導を行っています。

オ. 自動車リサイクル法に基づく規制指導

自動車リサイクル法に基づく解体業及び破砕業

の許可など規制・指導を実施しています。

② 公共関与

市域が狭小で中小企業が多い大阪市では、産業

廃棄物の処理が生活環境や産業活動に重大な支障

をきたさないように、長期的、安定的な処理対策

として一定の公共関与を行っています。

大阪湾広域臨海環境整備センター

廃棄物を広域的に処理するために、港湾に広域

処理場を建設、運営する事業主体の組織法人であ

る「大阪湾広域臨海環境整備センター」に、関係

地方公共団体及び関係港湾管理者として出資を行

っています。

※ 平成12・17・22・26 年度 実態調査結果

○「ごみ減量強化月間」の取組み

10 月の「ごみ減量強化月間」の取組みとし

て、環境局が実施するイベントをはじめ、市内

各所で「ごみ減量・リサイクル」に皆さんが取

り組んでいただけるよう啓発活動を実施しまし

た。

(ｲ) ごみ減量キャンペーン等

○大都市減量化・資源化共同キャンペーン

政令指定都市と東京23 特別区が共同でポス

ターなどを作製し、毎年10 月に一斉掲出して

います。

○区民まつりへの参加

各区の区民まつりに啓発コーナーを設置し、

ごみ減量や３R（Ｒｅｄｕｃｅ：ごみの発生抑

制、Ｒｅｕｓｅ：再使用、Ｒｅｃｙｃｌｅ：再

生利用）について啓発しています。

○各種イベントにおけるごみ減量・リサイクル

コーナーの運営

地域における各種イベントに参加し、地域の

特性に応じた各種働きかけを行っています。

○エコ・クッキング

調理材料を無駄にせず使い切ることをテーマ

に開催しています。

平成 29年度 開催回数：12回 延べ 259名参加

○ごみとリサイクルの流れ見学会の実施

ごみ分別の必要性や大阪市のリサイクルの流

れについての理解を深めていただくために、リ

サイクル施設などの見学会を開催しました。

平成 29年度 開催回数：7回

参加者数：121名

② 一般廃棄物の適正処理
ごみの円滑な処理体制を維持するために、ごみ

の減量推進とともに、焼却・破砕等の中間処理施

設の整備を図っています。

ア. ごみの中間処理

ごみの焼却処理は、３R を行ったのちのごみを

減量・減容化するとともに、衛生的に処理するこ

とができ、快適な生活環境の保持に貢献していま

す。

また、ごみ減量化と中間処理の過程におけるリ

サイクルを推進するため、大阪市域から発生する

粗大ごみ等は破砕設備で処理を行い、金属回収を

実施しています。

なお、焼却工場では、焼却処理による二次公害

を防ぐため、ばいじん及びダイオキシン類等排ガ

ス対策、臭気対策、排水対策、騒音対策を行うと

ともに、工場の処理機能が十分に発揮できるよう、

常に整備に留意し、公害防止に万全を期していま

す。

イ. 最終処分

北港処分地（夢洲）は大阪市の最終処分場です。

貴重な最終処分空間を有効に活用するため、廃棄

物の減量・減容化を図るとともに、汚水対策・発

生ガス対策・害虫対策・飛散防止対策など公害防

止対策に取り組んでいます。（受入最終年度：

2025 年度）

また、廃棄物の広域的処理の観点から、「広域臨

海環境整備センター法」に基づいて進められてい

る「大阪湾フェニックス計画」（174 地方公共団

体、４港湾管理者が出資 平成 30 年 3 月現在）

に参画し、長期的展望に立った最終処分地の確保

を図っています。（２期受入最終年度：2032 年

度）

エ. 廃棄物減量等推進員と連携したごみ減量・

リサイクルの推進

地域における自主的なごみ減量・リサイクル活

動を大阪市と連携・協働して推進するリーダーと

して「大阪市廃棄物減量等推進員（愛称：ごみゼ

ロリーダー）」を設置し、「ごみ減量アクションプ

ラン」の普及啓発、資源集団回収活動やガレージ

セールなど３R 活動の促進、分別収集への排出協

力の啓発などの推進を図っています。

○ガレージセールの開催

廃棄物減量等推進員と協働し、家庭で不用にな

った品物の有効活用を目的に開催しています。

平成 29年度

開催回数：17回

出店数：1,669店 入場者数：39,636名
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